


ふくしまに残

る災害痕跡

　過去の自然災害の痕跡を通して、遺

跡や文化財に残された「ふくしま再生」

への歩みを紹介します。

特
集

１表紙の　枚

文：阿部　知己（副主幹）

　12 月８日（土）に行われた実技講座「六つ目編みのカゴづくり」では、縄文時代から受け継が

れてきた技術で、参加者がカゴづくりに挑戦しました。実際の竹カゴづくりの映像を見たり、職員

の説明を聞きながら、今回はクラフトバンドを組み合わせて、それぞれの作品を仕上げていました。

みなさん、非常に古くから伝わる「ものづくり」のワザの奥深さを感じられたことと思います。

　昔から人や物を運ぶた

めにも使われてきた阿武

隈川の周辺には、洪
こう

水
ずい

に

襲
おそ

われる危険があるにも

かかわらず、たくさんの

遺跡が残っています。堤

防を作るなどの技術が未

発達であったころの人々

は、土器や装飾品のミニ

チュアなどを使って、川

を鎮
しず

めるため祈りをささげるし

　みなさんは、金山町にある沼沢湖が、火山の噴火で噴火で

できた湖だということを知っていますか？火山の噴火火山の噴火

は、今から約５４００年前（縄文時代前期）におこりにおこり

ました。しかし、猪苗代町・磐梯町の法正尻遺跡のよ遺跡のよ

うに火山の噴火が発生したあとも、継続して営まれた

ムラもありました。

　日本では古くから幾
いく

度
ど

となく大きな災
さい

害
がい

に見
み

舞
ま

われてきまし

た。その度
たび

ごとに災害を乗り越
こ

えてきた先
せん

人
じん

の営
いとな

みは、私たちを

勇気づけてくれます。今回は浜通りの津波、中通りの水害、会津
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かなかったようです。

　太平洋に面した地域で

は、過
か

去
こ

にも大津波に襲
おそ

われたことがわかってい

ます。壊
かい

滅
めつ

的
てき

な被害をう

けた時にも、その度ごと

に、人々は知恵と技
ぎ

術
じゅつ

で、

生活再建への努力をつづ

けてきました。

の火山災害に注目し、

災害を乗り越えた福島

の人々の営みを、企画

展「はま・なか・あい

づ再生史」から少しだ

け紹介します。



福島県内の
歴史的建物と
建築年代

　古い建物が建てられた時

期を調べるための新技術！
文：大山　孝正（専門学芸員）
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ヴ
ァ
ド
ン
と
イ
ノ
シ
シ
』

ー
学
芸
員
の
世よ

迷ま
い

言ご
と

ー

文
：
笠
井　

崇
吉
（
専
門
学
芸
員
）

　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
第
15
話
「
恐
怖
の

宇
宙
線
」
と
い
う
作
品
に
登
場
す
る
ガ

ヴ
ァ
ド
ン
と
い
う
怪か

い

獣じ
ゅ
うが

い
る
の
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

小
学
生
が
描
い
た
落
書
き
の
絵
が
、

謎
の
宇
宙
線
を
浴
び
て
実
体
化
し
た
も

の
で
、
他
の
怪
獣
の
よ
う
に
街
を
破
壊

す
る
こ
と
も
な
く
、
日
が
な
一
日
居
眠

り
し
て
は
夕
方
に
消
え
て
い
く
と
い
う

な
ん
と
も
の
ん
び
り
し
た
怪
獣
で
し

た
。イ
ビ
キ
が
う
る
さ
か
っ
た
た
め
に
、

駆く

除じ
ょ

対
象
と
し
て
自
衛
隊
と
科
学
特
捜

隊
の
攻
撃
を
受
け
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に

も
手
ひ
ど
く
痛
め
つ
け
ら
れ
ま
す
が
、

殺
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
小
学
生
達

の
懇こ

ん

願が
ん

に
よ
り
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
宇

宙
に
連
れ
去
り
七
夕
に
の
み
見
え
る
星

座
に
な
る
と
い
っ
た
内
容
で
、
タ
イ
ト

ル
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
メ
ル
ヘ
ン

テ
イ
ス
ト
た
っ
ぷ
り
の
回
で
し
た
。

　

こ
の
ガ
ヴ
ァ
ド
ン
、
途
中
で
描
き
か

え
ら
れ
て
少
々
厳い

か

つ
い
面
相
に
な
る
の

で
す
が
、
基
本
的
に
は
餃

ぎ
ょ
う

子ざ

の
よ
う
な

フ
ァ
ニ
ー
な
形
状
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ほ
ろ
ん
の
収
蔵
資
料
に
、
郡
山
市

荒あ
ら

小こ
う

路じ

遺
跡
出
土
の
獣

け
も
の

形
土
製
品
（
写

真
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
縄
文

時
代
後
期
の
造
形
物
で
イ
ノ
シ
シ
を
モ

デ
ル
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
頭
部
と
脚

き
ゃ
く

部ぶ

を
欠け

っ

損そ
ん

し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
土
製
品
の
背
中
の
表
現
が
実

に
ガ
ヴ
ァ
ド
ン
に
似
て
い
る
な
ぁ
と
個

人
的
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
四
足
の
動

物
を
モ
デ
ル
に
す
る
と
似
て
く
る
の
も

当
た
り
前
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ガ
ヴ
ァ
ド
ン
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
彫
刻

家
の
成
田
亨と

お
るさ

ん
は
青
森
県
で
育
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
縄
文
文
化
的
な
造
形

に
近
し
い
環
境
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
年
は
亥い

年
で
す
が
、
猪ち

ょ

突と
つ

猛も
う

進し
ん

な
年
で
は
な
く
、
ガ
ヴ
ァ
ド
ン
的

な
の
ん
び
り
し
た
一
年
で
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　「現在する、世界最古の木造建築物」と言えば？・・答えは、

奈良県の「法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

」です。これは、有名ですね。

　では、「現存する、福島県で最も古い建物は？」・・これは、答

えられる人は、おそらく少ないでしょう。

　答えは、春号でもご紹介した、いわき市の「白
しら

水
みず

阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

」で、

平安時代末期、永
えい

暦
れき

元年（1160 年）頃の建造と伝えられます。

　ちなみに、建物が建てられた年代は、記録や言い伝えのほか、

建築様式からも推定されます。しかし、それを史実として証明す

ることは、とても難しいものです。

まほろんと獣形土製品

　近年、古い建物の建築年代を科学的に検証するために、様々な方法が導入されていることを、

みなさんは、ご存じでしょうか。その一つが「放
ほう

射
しゃ

性
せい

炭
たん

素
そ

（14C）年代測定」という方法です。

　これは、生物に由来する物質中の放射性炭素 (14C) の割合を調べて、その物質が出来てから、

どのくらいの時間が経過したかを計測する方法で、土器などの年代測定でも使われています。

　福島県内でも、喜多方市の熊野神社にある「長
なが

床
とこ

」の建築年代の調査で、実際にこの方法が採

用されました。「長床」は平安末期から鎌倉初期の建立とされ、慶
けい

長
ちょう

16 年（1611）の大地震で倒

壊した後、元の部材を用いて再建されたと伝えられます。年代測定の結

果、部材によっては、11～12世紀の木材が使用されていることが分かり、

これまで伝えられてきたことが、ほぼ裏付けられました。

　このように、建築年代を科学的に測定する新技術によって、文化財の

歴史が再検証されるようになっています。身近な文化財にまつわる「新

事実」や「大発見」が、これからも次々と出てくるかも知れません。
熊野神社の長床
（喜多方市）
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底抜け土器と

円盤

　土器のかけらを磨いて丸くし

た円盤の使いみちは？

文：本間　宏（学芸課長）

シ
リ
ー
ズ

収蔵資料紹介 28

９:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

月曜日（月曜日が祝日・休日の場合にはその翌

日ですが、GW 及び夏休み期間中は開館します）

/ 国民の祝日の翌日（土・日曜日に当たる場合

は開館 /年末年始（12 月 28 日～１月４日）

無料（体験学習によっては、材料費が必要な場

合があります。）

開館時間

休 館 日

入 館 料

　　

　　〒 961-0835　福島県白河市白坂一里段 86

　　☎　0248-21-0700

　　fax 0248-21-1075

　　ホームページ　

お問い合わせ

　みなさんは、土器をつくってみたことがあるでしょうか。これ

が意外にむずかしいんですよね。うまく作り上げても、火にかけ

るとヒビが入ったり、粘土をつなげたところが剥
は

がれたりするこ

とがあります。

　会津美里町の鹿
か

島
しま

遺跡には、およそ５４００年前（縄文時代前

期の終わりごろ）に噴火した沼沢火山の噴出物が厚く積もってい

ました。この地層のすぐ下から、底の部分が欠けた土器が見つか

りました。欠けた部分をよく見ると、粘土のつなぎ目の部分から

底が剥がれ落ちてしまったらしいことがわかりました。

　この土器の破片を１枚ずつ取り上げていくと、土器のかけらのヘリを磨
みが

き上げて丸くしたもの

が見つかりました。このようなものを、私たちは「土
ど

器
き

片
へん

製
せい

円
えん

盤
ばん

」とか「円
えん

盤
ばん

状
じょう

土
ど

製
せい

品
ひん

」など

と呼んでいます。

　はたして、この小さな円盤は、どのような目的で作られたのでしょうか。火山噴出物にパック

された土の中から出てきたのですから、縄文時代に使われた状態のまま見つかった可能性があり

ます。「この円盤は、もしかして土器の中で使われていたんじゃないだろうか？」と思い、割れ

ていた土器を接合してから、円盤をはめ込んでみました。すると・・・驚いたことに、この円盤

は、土器の抜け落ちた底の部分をぴったり塞
ふさ

いでくれるんです！

　底の部分の内
ない

径
けい

は約 6.2cm で、円盤の直径は約 6.3cm でした。縄文人は、底が抜けて煮炊きで

きなくなってしまった土器にフィットするようなサイズの円盤を作り、これをはめ込んで、木の

実などの入れ物として再利用していたのではないでしょうか。そんな風に想像すると、底抜けに

月

日
に
開
幕
し
た
企
画
展
「
は
ま
・

な
か
・
あ
い
づ
再
生
史
」
は
、
３
地
方
ご

と
に
チ
ー
ム
を
組
み
、
職
員
総
出
で
準
備

を
し
ま
し
た
。
今
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、
過
去
の
大
災
害
を
乗
り
越
え
て
生
き

た
往
時
の
人
々
の
思
い
を
、
展
示
か
ら
直

接
感
じ
取
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

編集後記
まほろん掲示板

12/15（土）～ 3/17（日）

　企画展「はま・なか・あいづ再生史」

1/13（日）・27（日）　古代の塩づくり

1/19（土）記録映像上映会・無形の文化財研修

1/26 （土） ・27（日）・3/9（日）

　　　　　縄文土器づくり上級編

2/2（土） 第５回館長講演会「未来への考古学（5）」

2/17（日）　まほろん冬まつり

2/23（土）　地方史研修

　「福島の古墳時代の始まり」（仮題） ★お気軽にお問い合わせください！

3/10（日）　文化財研修

　「災害痕跡の把握について」（仮題）・

　「縄文の栃木と福島」（仮題）

楽しいですよね！

　この土器と土器片

製円盤は、現在開催

中の企画展「はま・

なか・あいづ再生史」

で展示中ですので、

ぜひご覧ください。

会津美里町・鹿
か

島
しま

遺跡の底抜け土器と円盤


